
（1）㊨⑱筋の餅

豊国彊醒園
発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴∴語彙　庶務課庶務係∴∴∴刷　刷　冷寧日印刷合資会社

先月の25日、一歳半検診が行われ

ました。白衣の先生を見たとたん泣

きだす子、終始ニユニコとしで愛き

ようを振りまく子等々。

まずは、写典を御覧下さい。

＊　4　月　の　税　金　＊

軽自動車税〈定期）　固定資産税（第1期）
どちらも4月25日（土）が納期限です。

税金で住みよい町づくり、完全納税に御協力を
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どの子に　も∪　愛iを　希望を　しあわせを
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遠
賀
町
身
体
障
害
者
椙
祉
協
餓
会

圃
今
年
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ま
た
先

月
の
広
報
に
も
掲
職
し
ま
し
た
よ
う
に

障
害
を
も
つ
人
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん
な

が
平
等
に
馨
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
づ

く
り
を
し
ま
う
と
い
う
年
　
－
　
「
国
際

障
害
者
年
」
で
す
。

〝
完
全
参
加
と
平
等
〟
と
は
、
障
害

を
も
つ
人
た
ち
が
身
近
か
な
地
域
の
車

で
家
族
や
近
隣
の
人
々
と
と
も
に
自
立

し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
実
現
に
は
大
き
な
壁
が
あ
る

の
で
す
。

そ
の
第
一
に
は
「
物
理
的
な
壁
」
で

今
ま
で
の
町
づ
く
り
、
建
物
、
交
通
機

関
な
ど
が
障
害
者
の
こ
と
を
ほ
と
ん

ど
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す。
第
二
は
、
「
制
度
の
壁
」
で
す
。
障

害
を
理
由
に
職
場
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
第
三
が
　
「
心
の
壁
」
　
で

す
。
す
な
わ
ち
、
障
害
を
も
つ
人
に
対

す
ろ
差
別
と
偏
見
で
す
。
第
一
、
第
二

の
壁
は
、
費
用
を
か
け
、
制
度
を
変
え

ろ
こ
と
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と
は
可
能

で
す
が
、
「
心
の
壁
」
は
、
私
達
み
ん

な
で
解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
広
報
お
ん
が
」
で
は
、
毎
月
1
0
日

号
で
「
国
際
障
害
者
年
を
迎
え
て
」
を

1
2
回
に
わ
た
り
掲
絨
し
て
い
き
ま
す
。

全
景矢

野
速
雄

中
間
市
、
遠
賀
郡

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
協
縫
会

会
畏松

尾
怪
物

昭
和
5
4
年
に
国
際
児
連
年
と
し
て
饗

謹
学
校
義
務
制
が
施
行
さ
れ
、
本
年
よ

り
国
際
陣
営
年
を
迎
え
ろ
こ
と
に
な
り

政
府
、
地
方
行
政
と
共
に
障
害
者
に
対

す
ろ
諸
施
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
児
就
学
先
の
選
択
権
に
つ
い
て

も
国
会
の
予
算
委
集
中
審
議
で
論
議
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
手
の
能
力
に
ふ

さ
わ
し
い
教
育
と
、
通
学
し
や
す
い
藷

施
策
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

穀
の
会
結
成
に
つ
い
て

昭
和
4
8
年
、
中
間
市
と
遠
賀
郡
四
町

で
、
心
身
障
害
児
（
者
）
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
協
議
会
（
中
速
協
）
を
結
成
、

こ
の
間
、
行
政
や
地
域
の
皆
さ
ん
よ
り

温
い
指
導
と
媛
助
を
得
ま
し
た
こ
と
、

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

障
害
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
親
の
会

で
は
昭
和
5
4
年
末
よ
り
7
カ
月
に
亘
り

猶
名
の
障
害
児
（
者
）
を
対
象
に
実
態

請
歪
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
績
果
、
こ
の
子
等
の
生
活
様
態

を
知
り
、
親
の
悩
み
、
家
族
の
こ
し
ス

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
従
っ
て

障
害
者
へ
の
光
と
幸
福
を
求
め
る
連
動

の
必
要
怪
と
費
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
に
当
り
県
当
局
や
地
方
行

政
の
援
助
、
ま
た
、
大
学
教
授
の
指
導

も
得
で
の
実
態
調
査
で
し
た
。

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都

合
で
省
略
し
ま
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば

後
日
報
告
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

ま
た
、
組
織
の
充
実
化
と
共
に
年
一

回
、
各
学
校
を
通
じ
て
親
の
会
へ
の
理

解
と
協
力
を
求
め
る
た
め
、
趣
選
書
と

共
に
愛
の
鉛
筆
販
売
を
続
け
て
い
ま

す
。
関
係
の
皆
様
に
対
し
、
会
員
と
共

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
八
一
年
は
国
際
連
合
が
定
め
た

国
際
障
害
者
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
統

二
プ
ー
マ
は
「
完
全
参
加
と
平
等
」
で

あ
り
、
国
連
決
議
は
、

一
、
陛
害
者
の
社
会
に
対
す
る
身
体
的

適
合
を
援
助
す
る
。

二
、
時
害
者
の
社
会
へ
の
完
全
な
統
合

を
保
障
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
国
内

的
国
際
的
努
力
を
促
進
す
る
。
等
の

五
項
目
を
実
現
す
る
た
め
、
8
1
年
を
当

て
る
年
で
あ
り
ま
す
。

政
府
も
本
年
「
障
害
者
の
日
」
制

定
、
国
際
身
体
障
害
者
技
能
競
技
大

会
、
等
の
多
く
の
記
念
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

本
町
に
も
障
害
者
福
祉
対
策
に
は
、

町
当
局
を
始
め
各
種
機
関
の
暖
か
い
御

援
助
に
対
し
厚
く
感
謝
申
し
上
ぐ
る
次

第
で
す
。

御
承
知
の
如
く
、
私
共
の
申
し
出
し

ま
し
た
二
項
日
（
広
報
2
5
9
号
紀
誠
）

が
去
る
1
2
月
議
会
に
て
満
場
一
致
で
採

択
し
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
本
町
に
は

約
2
3
0
名
の
障
害
者
が
い
ま
す
。

こ
の
多
く
障
害
者
は
、
「
健
常
者
に

負
け
な
い
そ
。
」
と
明
日
へ
の
希
望
を

描
き
な
が
ら
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
身

障
福
祉
法
施
行
以
来
5
0
年
の
歳
月
は
流

れ
ま
し
た
が
、
末
だ
I
＼
・
山
積
す
る
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
心
か
ら
お
願
い

し
た
い
こ
と
は
、
会
員
自
ら
の
自
覚
と

更
生
へ
の
努
力
に
対
し
、
地
域
住
民
の

方
々
の
正
し
い
理
解
と
一
層
の
御
援

助
を
賜
り
使
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す。

施
設
に
入
所
し
て
い
る
障
害
者
の
詩

集
よ
り
。

歩

　

　

く

歩
く
て
、
ど
う
い
う
こ
と

歩
く
こ
と
は
知
ら
な
い

歩
い
て
好
き
な
と
こ
ろ
へ
行
き
た
い

友
達
の
と
こ
ろ
へ

卒
業
式

私
も
学
校
を
卒
業
し
て
み
た
か
っ
た

あ
の
セ
ー
ラ
ー
服

一
回
で
い
い
か
ら
、
着
て
み
た
い

私
も
卒
業
証
蕾
を
か
か
え
て

学
校
の
門
を
出
た
か
っ
た

さ
も
　
の

私
は
着
物
を
蕃
た
こ
と
が
な
い

近
所
の
お
姉
ち
ゃ
ん
が

振
り
そ
で
を
着
て
家
に
遊
び
に
き
た

お
母
さ
ん
が
言
っ
た

「
こ
の
子
も
今
年
は
2
0
才
ね
、
元
気

だ
っ
た
ら
掠
り
そ
で
蕃
せ
る
の
に
」

私
も
振
り
そ
で
着
て
み
た
い

け
ど
こ
ん
な
体
じ
ゃ
着
ら
れ
な
い

で
も
一
日
で
い
い
か
ら
緩
り
そ
で
を
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昭和56年度体育行事一覧表

行　　　　　　　事 �月　　　　　日 

壮年　体力　テ　スト　会 �4月節目（日） 

較　式　野　球　大　会 �5月3日・10日 

5月5日（⑲） 

青年女子バレーボール大会 �5月17日（日） 

曹年男子バレーボール大会 �5月24日（日） 

卓　　球　　大　　会 �6月28日（日） 

軟　式　庭　球　大　会 �7月12日（日） 

水　　泳　　大　　会 �7月19日（日） 

少年ソフトボール大会 �8月2日（日） 

少女バレーボール大会 

ゲ　ート　ボ　ー　ル　大　会 �9月6日（日） 

壮年ソフトボール大会 �9月13日（日） 

「家庭面太古すす二二ブ‾ニラ‾‾ 
バレー大会 

町　　民　　体　　育　　祭 �10月10日（日） 

少　年　相　撲　大　会 �10月18日（日） 

一般女子バレーボール大会 

一般男子バレーボール大会 �10月25日（日） 

少　年　葉　道　大　会 �11月15日（日） 

少　年　空　手　道　大　会 

少　年　剣　道　大　会 

駅　伝　競　走　大　会 �12月20日（日） 

歩　こ　う、走ろ　う　大会 �3月14日（白） 

連　理∴副　会 �役 

密　度　長　長 

字箱垂桑気合露命穴余塵9 �職 

志　　　　　　　　　レ　　　フ �名 

，し投手　道道球庭球i泳上ト 

井　毛　仲　三　縄　佐　石　石　二　萩　中　井　醸　二　山　森　影　柴 �氏 名 
口　利　山　妙　手　潟　田　松　村　尾Iii口　煩　村　本　田　山　田 

誠 一義　貞　諺弘態　修和敏庄博辰之利 美夫正利勉一己司馬身明光八光雄助碓開 

鬼　浅　虫　上　虫　尾　別　上　鬼　遠　木　遷　広　鬼　東　遠　新　今 �住 所 
生別生　　別　賀　賀　　　寅　吉 津木津府津幡府府津Iii守川渡津町川町費 

4月は河川美化月間　美しい川は、遠賀町の誇りです。川を美しく。

昭
和
5
6
年
度
遠
賀
町
体
育
協
会

役

員

決

ま

る

体
育
協
会
を
御
世
話
戴
き
ま
す
方
々
が
次
の
と
お
り
決
定

致
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
方
の
積
極
的
な
参
加
並
び
に
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

o
財
団
法
人
防
衛
施
設
周
辺
整
備
協
会

九
州
支
所
よ
り
老
人
憩
の
家
に
テ
レ

ビ
一
台
と
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

。
遠
賀
町
区
長
会
よ
り
遠
賀
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

した。

蝕
鵜
酬

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
織
田
静
門
棲

（
遠
賀
川
）
　
織
田
孝
雄
様

散
田
車
齢
貰
様

（
尾
　
崎
）
　
田
中
ワ
カ
様

教
組
手
ヌ
イ
子
様

（
忠
生
津
）
　
縄
手
稿
一
様

献

血

あ

り

が

と

う

昭
和
5
5
年
度
献
血
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
様
方
多
数
の

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

o
献
血
参
加
者
　
　
　
　
八
一
〇
名

o
採
血
者
　
　
　
　
　
　
六
四
一
名

昭
和
粥
年
度
献
血
実
施
日

故
三
島
常
雄
様

（尾　崎）

故
佐
伯
キ
ヨ
様

（別　府）

故
加
藤
滴
産
様

（今古賀）

故
桜
木
モ
ト
様

（広　漠）

三
島
寛
次
様

佐
伯
良
太
熊

加
藤
政
子
様

桜
木
一
成
様

あ
な
た
の
脚
∝
の
献
血
が
人
を
助
け
、
あ
な
た
自
身
の
健

康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。



第264号　　　　　　　　　　　　　　侭⑯㊨㈲彿（4）

4月1日付で、職員の人事異動を

行いましたので、お知らせします。

口＝新規採用　○＝嘱託
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財　　　　庶

務　　　　務

太 田 替 �井 口 �柴 田 昭 � �割 田 �室 井 �綿 手 �林 �舛 添 �鍵 本 �泉 原 活 発 �高 崎 斯 �仲 野 �課 局 長 名 

末 �� ��� ��� 

泉松 原井 消∴∴憎 �半 � � �泉 異 教 �谷武 ロ谷 �秦襲 （兼 正務 �松葉 井 �国吉 中 毒畑 �松　花 �薫讐 �祭稲山 否田下 �農 　高 �係 長 

田 ����昭　微 ��壷念 ��本　生 ���毛 �名 

東天　厚別 �田 �香 �桶 � �桝　田 �山　国 �井　畑 �太　海 �古　書 �大　丸 �国華驚 天添 �原　平 �係 員 名 
原野・田 巻王々芳 �口 中 �山 善 �八 重 ��田仲 川撃 �崎田 竹川 �貝瀬 重奏 �田・ 垂蓉 �犀村 福 �蜃∴婁 壁を ��田圃 安 

士〈 晶∴き 大山 石下 松 �村 境 �明 �大 庭 幹 ��原・ き裏 面 ⑧ �酢 �孟豊 山・ 松 井 京 �喜型 河・ 内立 ・石 庭・ 生小 林 �㊥ �石花 酢 �⑳箕 ∴ �増 柴 田 チ 懇 書 ⑧ 

西日本最大の公園墓地「町営遠賀霊園」好評販売中．／
お問い合せは（3）2355　遠賀霊園事務所

監
査
委
員
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
な
う
監
盃
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
は
、
3
月
定
例
議
会
で
門

司
成
重
民
が
就
任
し
ま
し
た
。

門
司
成
室

生
年
月
日
　
大
正
7
年
6
月
8
日

住
所
　
遠
賀
町
大
字
浅
木
卵
番
地

行
政
区
の
新
設

「中央区」

4
月
1
日
よ
り
遠
賀
団
地
が
広
漠
区

か
ら
独
立
し
て
「
中
央
区
」
と
な
り
ま

した。

i
税
務
課
九
一
一
一
棚

企
画
課
＋
荘
園
綱

住
民
課
i
［
緯
生
棚

福
祉
課
白
粥
金
網

産
業
課
白
蟻
賎
離

建
設
課
九
網
棚

同
和
対
策
室
－
同
和
対
策
係

譲
　
合
－
護
　
良
－
譲
会
事
務
局
－
　
事
　
務
　
係

学
　
務

欝
舗
－
教
育
長

社
会
教
育
課
　
－
　
社
会
教
育
係

「
学
　
務
　
係

諌
止
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〃繁馨難馨雷灘〃繁実〃繁雷

申永　　林森
西溜　　　安

兼寿
千枝

恵ス
美方
子子

足神妻　　戸橋
立谷永　　次久

ケ多
聞　イ萬　　和賀
美子男　　子三

教教範数脆
諭頭人頭出

顛末　　早
喜藤　Iii

男
裕一
二郎

▽　　　　▽　　▽

種　　　田　　対
象

目　　　時　　者

20歳になったら　国民年金に　加入しましょう

浅
木
の
里

－
　
す
こ
し
き
し
の
ぼ
り
て
、
左
の

か
た
浅
木
の
里
な
り
。
岸
根
の
松
杉
な

ど
に
は
ひ
か
れ
る
蔦
の
い
ろ
を
ふ
か
め

て
、
里
の
名
に
も
似
ず
。

照
り
ま
さ
る
河
の
き
し
根
の
つ
た
も

み
ち
さ
す
船
人
の
か
ぎ
し
か
は
な
る

下
河
辺
自
業

）0＿
4

（

花
園
橋
の
あ
た
り
か
ら
、
埋
瓦
が
進

ん
で
い
ろ
川
の
岸
を
、
昔
の
堤
防
ぞ
い

に
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
と
、
新
し
い
住
宅
が

陽
の
光
を
う
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
垣
根
に

は
山
茶
花
の
紅
い
花
が
、
真
新
し
い
ブ

ロ
ッ
ク
を
陵
ど
っ
て
い
ろ
。

思
い
出
し
た
よ
う
に
大
き
な
ク
ロ
カ

の
気
配
に
驚
き
、
水
を
騒
が
し
て
飛
び

去
っ
た
。

よ
く
見
る
と
鳩
の
よ
う
だ
っ
た
。
こ

の
辺
の
人
は
こ
の
馬
を
ケ
ツ
グ
ロ
と
も

呼
ん
で
い
る
。

こ
こ
の
こ
と
を
「
有
吉
氏
の
家
の
う

ら
に
つ
き
ぬ
」
と
一
季
う
の
は
、
昔
の
酒

屋
の
諺
で
あ
ろ
う
。
家
の
間
を
通
っ
て

ゆ
く
と
、
切
戸
の
お
地
蔵
さ
ん
を
調
っ

た
お
堂
に
は
お
花
が
供
え
ら
れ
、
線
香

の
匂
い
が
流
れ
て
く
る
。

や
は
り
こ
の
辺
り
は
部
か
ら

遠
賀
町
小
中
学
校
教
員
の
異
動

同
じ
時
に

も
み
ち
ば
の
色
さ
へ
ふ
か
き

川
の
へ
の
さ
と
を
あ
さ
き
と

た
が
名
付
け
む

は
や
日
も
七
と
い
ふ
時
過
る

頃
、
こ
ゝ
の
有
言
氏
の
家
の
う

ら
に
つ
き
ぬ
。
す
ゝ
ろ
さ
む
く
、

色
よ
さ
お
く
手
の
し
ら
露
に
、

打
し
な
へ
た
る
は
、
さ
び
し
き

物
の
か
っ
は
ゆ
だ
か
な
り
。

お
も
し
ろ
や
お
け
ば
か
っ
ち

り
ち
れ
は
か
つ
お
く
手
の
露

の
風
に
み
た
れ
て

土
師
俊
良

人
み
な
こ
の
家
を
と
ぶ
ち
ひ

て
、
後
別
れ
ん
と
て
ゆ
く
。

－　（高瀬日記）

の
集
落
で
あ
っ
て
、
道
角
に
風

化
し
た
庚
申
塔
が
あ
り
、
こ
こ

に
も
お
花
や
お
供
え
も
の
も
見

える。さ
き
毘
通
っ
て
来
た
住
宅
街

と
ち
が
っ
て
杉
や
竹
の
生
け
垣

の
家
が
多
く
、
大
き
な
柿
の
木

が
目
に
つ
く
。
薮
椿
の
こ
ん
も

り
し
た
極
々
が
あ
り
、
早
咲
き

の
花
が
二
三
輪
見
え
る
。

惣
畑
の
中
に
酒
屋
の
古
い
井

戸
が
あ
り
、
六
角
形
の
井
戸
枠

が
さ
び
し
く
残
っ
て
い
た
。
そ

の
晋
、
山
田
川
の
清
水
を
竹
の

戸
樋
で
、
こ
の
井
声
へ
導
き
、

そ
の
水
で
酒
を
酸
造
し
て
い
た

丁
謹
告
（
課
）
の

順
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
教
諭
　
野
口
　
裕
子
　
退
職

－
教
頭
　
太
田
徳
臆
　
岡
垣
巾
新
任
校
長

言
務
井
的
∴
松
華
水
巻
中

吉
入

一
職
名
・
氏
名
・
整
枝
（
新
任
）
の

一
　
　
腰
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

－
教
頭
　
国
広
　
修
　
水
巻
申
新
任
教
頭

盲
動
石
田
瑞
忠
岡
庭
中

一
〝
　
大
木
千
恵
子
　
岡
垣
中

〃
　
岩
下
・
茂
美
　
小
郡
市
宝
城
中

浅
木
小
学
校

内
田
裕
子
大
野
城
市
大
野
菜
中
　
広
波
小
学
校

猪
ノ
ロ
純
子
　
薗
芳
第
二
申

早
川
　
博
通
　
新
任

久
米
　
博
之
　
新
任

石
松
　
和
産
　
新
任

河
面
　
接
夫
　
行
橋
市
中
京
中

英
明

伊
水
盛
小

・
N
・
．
月
●

岸
壁
東
小

新
任

速
賀
出
張
所

海
老
津
中

頃
末
小

者
木
小

新
任

海
老
津
小

山
隔
小

新
任

こ
れ
は
芦
屋
か
ら
高
瀬
船
で
こ
こ
浅

木
ま
で
遡
行
し
た
、
天
保
時
代
の
伊
藤

常
足
一
門
の
紀
行
の
一
節
で
あ
る
が
、

初
冬
の
あ
る
日
、
千
同
州
の
岸
を
、
浅

木
ま
で
歩
い
て
見
る
。

ネ
モ
チ
の
木
が
あ
り
、
一
面
に
実
を
つ

け
て
冬
の
太
陽
を
反
射
し
て
い
る
。

川
の
岸
に
立
っ
て
、
昔
の
水
際
は
ど

の
辺
り
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
、
よ

く
見
る
と
、
一
羽
、
水
鳥
が
黒
く
浮
い

て
い
る
。
せ
わ
し
く
動
く
こ
の
馬
、
人

の
だ
そ
う
だ
。
「
瑞
穂
の
躍
」
と
い
う

酒
の
名
の
徳
利
を
、
今
で
も
大
切
に
し

て
い
ろ
人
を
何
人
か
知
っ
て
い
る
。

（
片
山
花
御
史
）

ー
壮
年
体
力
テ
ス
ト
の
実
施

一
壮
年
層
の
人
々
が
日
精
生
活
の
基
本

－
と
な
る
体
力
を
確
か
め
、
そ
の
結
果
に

一
撃
つ
い
て
自
分
に
適
し
た
運
動
を
規
則

一
正
し
く
行
い
、
体
力
を
保
持
増
進
し
、

一
健
康
音
信
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ

一
う
に
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

5
0
才
－
0
0
才
ぐ
ら
い
ま
で

の
健
康
な
男
・
女
。

昭
和
紡
年
4
月
お
目
（
日
）

8
時
5
0
分
ま
で
に
集
合

9
時
開
始

反
復
横
と
び
・
垂
直
と
ぴ

・
渥
力
・
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
等
、

詳
細
は
教
育
委
員
会
に
ど
う
ぞ
。



第飾4号　　　　　　　　　　　　　　　＠㊨西の紺（6）

健龍保険は大赤字．／スポーツをして健慮な体を作りましょう

☆
・
・
広
報
第
2
6
2
号
で
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
結
果
、
次
の
サ
…
・
☆

☆
・
…
－
ク
ル
か
ら
募
集
の
要
項
が
来
ま
し
た
の
で
希
望
の
サ
ー
ク
…
…
☆

☆
…
　
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
御
利
用
下
さ
い
。
　
…
…
☆

遠
賀
町
卓
球
協
会

郷
土
文
化
研
究
会

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

行
事
と
し
て
は
、
町
内
や
近
郊
の
遺

跡
巡
り
や
調
査
、
さ
ら
に
発
表
会
等
を

随
時
行
い
ま
す
。

▽
会
　
費
∴
年
間
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
虫
生
津
　
吉
野
千
年

宿
話
（
3
）
0
4
2
5

な
お
、
番
の
見
学
目
的
地
は
、
筑
後

方
面
で
す
。
（
9
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下さい。）琴
・
三
味
線
同
好
会

毎
週
火
曜
日
の
夕
べ
を
豊
か
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。
お
琴
と
三
味
線
が
あ
な

た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
稽
古
日
　
毎
週
　
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
役
揚
内
古
田
優
子

館
話
（
3
）
1
2
3
4

を
お
願
い
し
ま
す
。

卓
球
ク
ラ
ブ
（
一
触
・
学
生
）

▽
練
習
日
・
場
所

水
曜
日
－
広
渡
小
学
校

土
曜
日
－
遭
賀
中
学
校

▽
時
開
　
場
時
0
0
分
～
2
1
時
3
0
分

阜
戎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
小
・
中
学
）

▽
練
習
日
・
場
所

土
曜
日
－
広
漠
小
学
校

▽
時
間
　
1
7
時
－
1
9
時

希
望
者
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。
入
会
金
及
び
月
謝
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

0
卓
球
ク
ラ
ブ

入
会
金
（
1
年
間
）
五
百
円

月
謝
　
三
百
円

○
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
会
金
（
1
年
間
）
三
百
円

月
謝
　
三
百
円

弓
　
道
　
部

こ
の
た
び
、
弓
道
部
を
発
足
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
弓
道
経
験
者
、
又

弓
道
を
習
い
た
い
方
を
次
の
と
お
り
誌

果
し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
日
行
な
っ
て
ま
す
。

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
芦
屋
町
弓
道
場

▽
対
　
象
　
町
内
在
住
者
、
町
内
勤
務

者

▽
会
　
費
　
五
百
円

∇
申
込
先
　
東
和
苑
　
油
田
紀
元

穏
話
（
3
）
4
1
1
9

煎
茶
・
抹
茶
会圏

遠
賀
山
友
会

留

お
茶
を
通
し
て
心
を
豊
か
に
…
・
・

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
例
会
日
　
火
曜
日
9
時
～
1
2
時

水
曜
日
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
茶
室

▽
会
　
員
　
1
0
名

▽
申
込
先
　
鬼
津
　
半
田
富
美
子

種
話
（
3
）
4
5
2
5

大
自
然
に
触
れ
、
背
馨
を
大
い
に
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
山
を
愛

す
る
あ
な
た
／
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
対
象
者
　
年
令
・
種
別
を
問
わ
ず
未

経
験
者
大
歓
迎

▽
会
　
蛮
　
毎
月
三
百
円

▽
会
員
数
　
2
6
名

▽
申
込
先
　
尾
崎
　
松
井
　
登

砥
話
（
3
）
0
3
5
3

今
後
の
活
動
予
定

○
近
郊
山
城
の
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ

○
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
（
5
月
）

○
バ
ス
ハ
イ
ク
（
6
月
、
2
月
）

○
母
の
家
児
童
招
待
キ
ャ
ン
プ
（
8
月
）

○
北
ア
ル
プ
ス
山
行
（
5
月
、
8
月
）

○
ス
キ
ー
及
び
登
山
技
術
諦
習
会
（
9

月
・
2
月
）

そ
の
他
親
睦
会
等
い
ろ
い
ろ
あ
り
。

第
一
回
陸
上

カ
ー
－
一
パ
ル
の
開
催

第
1
回
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
を
閑
雅
し

ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
体
育
協
会

▽
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
5
月
5
日

1
0
時
開
始

▽
極
　
目

①
小
学
生
5
年

②
　
〃
　
6
年

③
中
学
生
1
年

④
　
〃
　
2
年

⑤
　
〃
　
3
年

⑤
中
卒
～
鳩
才

⑦
2
0
才
－
2
9
才

⑧
0
0
才
～
3
9
才

⑨
4
0
才
－
4
4
才

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

（
男
・
女
）
1
0
0
M

⑮
4
5
才
～
4
9
才
（
男
・
女
）
1
0
0
M

⑪
5
0
才
～
5
4
才
（
男
・
女
5
0
才
以
上
）

1
0
0
M

⑫
5
5
才
才
～
5
0
才
（
男
）
　
1
0
0
M

⑲
0
0
才
以
上
　
　
（
男
）
　
1
0
0
M

⑭
校
区
対
抗
小
学
生
リ
レ
ー
（
男
・
女
）

⑯
　
〃
　
中
学
生
リ
レ
ー
（
男
・
女
）

⑯
　
〃
　
一
般
リ
レ
ー
　
（
男
）

▽
参
加
料
　
小
～
1
9
才
　
1
0
0
円

2
0
才
以
上
　
2
0
0
円

∇
申
込
締
切
日
　
4
月
2
0
日
（
月
）
ま
で

▽
申
込
方
法

氏
名
、
年
令
、
性
別
、
住
所
、
頭
目

を
記
入
し
参
加
料
を
添
え
て
、
教
育
委

貝
会
社
会
教
育
課
ま
で
。



（7）塵⑱筋の彿　　　　　　　　　　　　　　第264号

青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

圏
園

「
遠
賀
ク
ラ
ブ
」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▽
日
　
時

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
指
導
者

▽
申
込
先

▽
締
切
日

毎
週
水
曜
日
・
土
曜
日

1
8
時
－
2
0
時

遠
賀
町
武
道
場

6
才
～
小
学
6
年
生
1
0
名

中
学
生
　
1
0
名

諾
道
館
有
段
者
1
3
名

刀
丸
守
孝

懲
話
（
3
）
0
0
3
9

4
月
0
0
日

次
の
と
お

り
練
習
を
行

っ
て
お
り
ま

す
の
で
入
部

さ

れ

る

方

は
、
会
場
に

お
い
で
下
さ
い
。

遠
賀
町
体
育
協
会
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
登
録
を

遠
賀
町
体
育
協
会
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
門
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
を
発

足
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
緯

成
し
、
活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム
は
登
録

を
し
て
下
さ
い
。

遠
賀
町
体
育
協
会
主
催
の
大
会
等
の

参
加
資
格
は
登
録
を
要
件
と
し
ま
す
。

▽
登
録
期
間
　
昭
和
紡
年
4
月
5
0
日
ま

で

▽
登
録
先
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

登
録
用
紙
は
教
育
委
員
会
に
置
い
て

お
り
ま
す
。

▽
昏
年
男
子
（
2
9
才
ま
で
）

▽
一
般
男
子
（
0
0
才
以
上
）

毎
週
水
曜
日
　
浅
木
小
学
校
体
育
館

毎
週
金
曜
日
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
青
年
女
子
（
2
9
才
ま
で
）

毎
週
月
曜
日
　
広
漠
小
学
校
休
講
館

▽
マ
マ
さ
ん
（
既
婚
女
性
）

毎
週
火
曜
日
・
土
曜
日

広
渡
小
学
校
体
育
館

練
習
時
間
は
、
い
ず
れ
も
1
9
時
～
2
1

時
5
0
分
で
す
。

0
5
月
1
7
日
・
2
4
日
・
3
1
日
－
遠
賀

中
学
校
体
育
館

0
6
月
7
日
・
1
4
日
・
2
1
日
－
浅
木

小
学
校
体
育
館

▽
暗
闘
　
1
9
時
3
0
分
～
2
1
時
0
0
分

希
望
者
は
卓
球
の
出
来
る
服
装
及
び

ラ
ケ
ッ
ト
持
参
の
う
え
、
直
接
会
場

に
お
い
で
下
さ
い
。

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

∇
申
込
先
　
直
接
武
道
場
に
釆
ら
れ
る

か
、
教
育
委
員
会
内
　
半

周
偶
語
（
3
）
1
3
5
5

少
年
剣
道
教
室

遠賀町　）

の
共
催
で
次
の
と
お
り
卓
球
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
初
心
者
中
心
の
教
室
で
す

か
ら
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
開
催
日
・
場
所

0
4
月
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日
・
5
月

1
0
日
～
広
漠
小
学
校
体
育
館

心
身
と
も
に
健
全
な
甫
少
年
の
育
成

を
目
指
し
、
以
前
よ
り
活
動
し
て
い
ま

す。▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

1
9
時
～
2
0
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
武
道
場

▽
対
象
者
　
小
学
1
年
生
以
上
～
中
学

3
年
生
ま
で

▽
指
導
鬼
　
婆
秀
会
総
本
部
道
場
の
中

井
4
級
、
半
田
3
段
、
古

川
初
段
の
各
指
導
員
（
そ

の
ほ
か
、
指
導
者
3
名
）

今
年
度
低
辺
の
拡
大
、
一
般
の
部
の

充
実
を
日
額
に
町
武
道
場
・
渡
米
小
旧

講
堂
の
二
会
場
で
〓
個
の
躍
進
を
期
し

て
い
ま
す
。

特
に
教
義
の
O
B
の
郎
椀
的
な
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
町
武
道
場練

習
日
　
月
曜
日
・
金
曜
日

○
浅
木
小
旧
話
堂

練
習
日
　
火
砲
田
・
木
曜
日

▽
練
習
時
間
・
い
ず
れ
も
1
8
時
～
1
9
時

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▽
締
切
日
　
5
月
2
日
（
土
）
新
入
会

者
は
当
日
1
9
時
町
武
道
場
に

集
合
の
こ
と
。

▽
会
　
費
一
カ
月
五
百
円

㊧
初
心
者
は
当
分
の
閲
町
武
道
場
に
て

練
習
を
し
ま
す
。

な
お
、
一
般
の
練
習
日
は
、
町
武
道

場
で
月
曜
日
、
金
曜
日
に
行
い
ま
す
。

時
間
は
1
9
時
か
ら
2
0
時
ま
で
。

夜
間
照
明
施
設
（
ナ
イ

タ
ー
施
設
）
の
一
般
開

放
に
つ
い
て

4
月
1
日
よ
り
1
0
月
3
1
日
ま
で
、
ナ

イ
タ
ー
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
第
2
・
第
4
土
曜
日
を
一
般
閑

散
致
し
ま
す
。
（
4
月
2
5
日
か
ら
）

利
用
す
る
場
合
は
、
遠
賀
町
内
に
在

住
、
在
勤
又
は
在
学
す
る
者
が
成
人
の

代
表
を
含
む
1
0
人
以
上
の
団
体
を
構
成

し
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
届
け

出
て
下
さ
い
。
利
用
申
込
者
が
多
い
場

合
は
抽
選
致
し
ま
す
の
で
、
闘
放
凧
の

3
日
的
ま
で
（
期
限
厳
守
）
に
利
用
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
杯

争
奪
戦
マ
マ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
大
会
の

開
　
催

▽
日
　
時
　
5
月
1
日
（
金
）

2
日
（
土
）

8
日
（
金
）
の
3
日

間
（
1
9
時
1
5
分
か
ら
）

▽
場
　
所
　
浅
水
小
学
校
屋
内
体
育
館

▽
試
合
方
法
　
9
人
制
（
4
号
ポ
ー
ル

使
用
）
A
・
B
パ
ー
ト
の
勝

者
に
て
、
優
勝
戦
を
行
う
。

▽
申
込
締
切
日
　
4
月
2
0
日
ま
で

▽
申
込
先
　
別
府
　
山
下
信
子

鐙
話
（
3
）
0
0
1
3
（
呼
）

日の庭家は日曜日3第月毎
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∇　∇　　▽　▽　▽
料薄　　肉　対場

参　　　　象
金　品　　容者所

木守1538番地

小用　靖之くん

（諜さんの長男）
昭和55年12月4日生

生まれた時は獅00gと
いう少ない体重でしたが

今では病気もせずにすく
すくと育っています。こ
のままじょうぷに、たく

ましく育って下さい。

中央（広漠1902番地の鎗）

古賀　友隆くん

僅掌さんの長男）
脂和55年11月4日生
満5カ月元気いっぱい

です。2つ上のお姉ちゃ
んに毎日おもちゃにされ
ています。ぼくは、時々
お姉ちゃんの髪の毛をひ
っぼってあずかに抵抗し
ています。

西町（町住306号）

石松　婆ちゃん

鰭美子さんの長女）
昭和55年9月2日生

たくさんとはんも食べ

て元気いっぱいです。
ヨチヨチ歩きが出来る

時を楽しみにしてます。
はやく大きくなって親

孝行してね。
：二「二　…i…iIi●●“∵÷l ilIil柄…●　一Ilヽ

墓藁掲譲継請憲

緯羅擬
すに　ら　ま選で　よ　ち
○使　やすの締　り　や

用ん　〇七切毎ん
しに　　）　り　回で
すこは　　翌′へ　2　す
顔“　月　誌名　○
凸詔　　の稼（応
版念　　広多　4　募

不要犬の引き振りは、遠賀保健所　093（201）4161へどうぞ

値
怖
僻
蒜
簡

蛙
の
猶
詳
u
診

老
　
人
　
検
診

▽
期
　
日
　
4
月
1
7
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

○
中
央
公
民
館

9
時
5
0
分
～
日
時
0
0
分

○
老
良
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
人

▽
検
診
内
容○

検
尿
　
○
血
圧
測
定

○
問
診
　
○
血
色
素
検
査

∇
料
　
金
　
無
料

乳
　
児
　
相
　
談

▽
期
　
日

▽
時
　
間

4
月
2
0
日
（
月
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

生
後
0
－
6
カ
月
児

体
重
、
身
長
等
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

母
子
手
帳

無
料

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い

▽
所
在
地
　
北
九
州
市
小
倉
南
区
沼
緑

町
2
丁
目
6
6
5
、
1
2

6
0
番
地

∇
届
出
先
　
北
九
州
市
小
倉
北
区
室
町

l
丁
目
l
番
1
号
　
小
倉

北
区
役
所
内
、
北
九
州
市

土
地
開
発
公
社

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
1
月
約
日

妊
　
婦
　
相
談

▽
期
　
日
　
1
月
秘
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
　
容
　
新
生
児
の
扱
い
方

沐
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

さ
れ
る
人
の
み
）

∇
料
　
金
　
無
料

従
業
員
募
集
　
（
し
尿
関
係
）

▽
職
　
種
　
営
業
員
及
び
運
転
手

▽
給
　
与
　
約
十
八
万
円

▽
年
　
令
　
4
5
歳
ま
で

▽
申
込
締
切
日
　
昭
和
5
0
年
4
月
2
5
日

∇
申
込
先
　
履
歴
書
一
過
を
、
芦
屋
町

粟
屋
、
㈲
浄
水
管
理
ま
で

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」

訂
観
彊
塁
非
業

…
日
号
で
3
名
掲
載
し
ま
す
。

詰
認
識
擢
給

血
・
父
母
の
氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

…
と
生
年
月
日
・
結
露
番
号
を
番
い
て

～
遠
賀
町
役
場
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ら

…
や
ん
」
宛
お
出
し
下
さ
い
。
対
象
は

ぎ
ー
i
　
｝
’
’
t
　
…
－
i
－
－
・
き
き
）
、
…
…
エ
ー
）
’
）
，
～
…
さ
！

な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
い
、
寝
つ
い

て
も
す
ぐ
目
が
覚
め
て
し
ま
う
、
眠
り

が
浅
く
熟
睡
で
き
な
い
　
－
　
脹
れ
な
い

状
態
が
何
日
も
範
く
と
顔
に
も
疲
れ
が

出
て
き
ま
す
。

「
隠
れ
な
い
」
と
い
う
訴
え
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
布
と
ん
を
日
に
干
し
た
ら
熟

睡
で
き
た
、
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

不
眠
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
不
眠
神
経
症
で
眠

れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
だ
け
で
、
必
要

な
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
す
。

▽
気
に
し
な
い
で
通
勤
な
ど
を
△

「
脹
れ
な
い
」
こ
と
で
く
よ
く
よ
し

な
い
こ
と
。
連
動
な
ど
適
度
に
体
を
疲

れ
さ
せ
る
と
体
が
休
饗
を
琵
求
す
る
よ

う
に
な
る
し
、
ま
た
入
浴
（
心
身
の
緊

張
を
と
き
ほ
ぐ
す
）
、
夜
食
（
脳
に
た

ま
っ
た
血
液
が
寓
に
集
ま
り
、
脳
が
休

ま
る
し
）
、
寝
酒
（
脳
の
緊
張
が
解
き

ほ
ぐ
れ
ろ
）
な
ど
も
効
果
が
あ
り
ま

す。
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健康のためお米を食べま　し　ょ　う

昭
和
粥
年
度
遠
賀
・
中
間
地
区

老
人
大
学
・
大
学
院
の
開
設

例
年
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
大
学
及
び
大
学
院
が
今
年
も
次
の
と
お
り
開

設
さ
れ
ま
す
の
で
希
望
者
は
5
月
2
日
（
土
）
ま
で
に
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

1
、
老
人
大
学

▽
運
営
部
・
中
間
市
に
在
住
す
る
0
0
才

以
上
の
者
。
（
新
規
優
先
）

▽
開
設
日
　
5
月
2
8
日
（
木
）
か
ら

毎
週
木
曜
日
（
日
月
1
2
日

終
了
予
定
）

▽
開
設
場
所

水
巻
町
民
会
館

▽
選
択
コ
ー
ス
・
園
芸
・
密
通
・
水
韮

画
の
3
コ
ー
ス

2
、
老
人
大
学
院

▽
遠
賀
郡
・
中
間
市
に
在
住
す
る
0
0
才

以
上
で
老
人
大
学
を
終
了
し
た
も
の

▽
開
設
日
　
5
月
2
5
日
（
月
）
か
ら
、

毎
週
月
圃
日
（
日
月
1
6
日

終
了
予
定
）

▽
開
設
場
所

芦
屋
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
専
門
コ
ー
ス
・
園
芸
・
密
通
・
俳
句

・
民
謡
の
4
コ
ー
ス

3
月
1
5
日
（
日
）
、
遠
賀
町
体
育
協
会
及
び
教
育
委
員
会
主
催
で
遠
賀
中
学

校
下
～
緑
光
苑
－
尾
崎
折
返
し
コ
ー
ス
に
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

昭
和
5
5
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の

期
限
内
の
受
付
は
、
3
月
1
6
日
で
終
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
確
定
申
告
番
を
提

出
し
た
後
で
、
計
算
通
い
な
ど
の
た
め

に
、
申
告
し
た
内
容
に
関
連
い
が
あ
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
人
は
、
そ
れ
を
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
社
会
保
険
料
整
除
や
扶
饗

控
除
な
ど
を
答
き
忘
れ
た
た
め
に
、
税

金
を
実
際
よ
り
多
く
払
っ
た
場
合
は
、

「
更
正
の
講
求
」
で
税
金
の
還
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
「
更
正
の
請
求
」
が
で

き
ろ
の
は
、
来
年
の
3
月
1
6
日
ま
で

す。

ま
た
、
所
得
を
実
際
よ
り
少
な
く
申

告
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
「
修
正
由

告
」
に
よ
り
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
う
っ
か
り
し
て
申
告
を
忘
れ

て
い
る
人
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
手
続
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
最
寄
り
の
税
務
署
又
は
税
務
相
談

室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

若
松
税
務
署

徳
霜
0
9
3
（
7
6
1
）
2
5
3
6

◎
男
子
（
1
位
の
み
）

○
小
学
生
1
・
2
年
の
部
I
2
キ
ロ

伊
藤
免
（
新
町
）
9
分
1
0
秒

○
小
学
生
3
・
1
年
の
部
I
2
キ
ロ

福
山
質
治
（
新
町
）
8
分
n
秒

○
小
学
生
5
・
6
年
の
部
1
2
キ
ロ

篠
村
哲
矢
（
東
和
苑
）
1
分
4
3
秒

○
中
学
生
（
全
学
年
）
の
部
I
S
キ

浦
野
大
介
（
遠
賀
川
）
1
8
分
似
秒

○
中
卒
～
1
9
才
の
部
I
5
キ
ロ

北
村
隆
明
（
遠
賀
前
校
）
2
1
分
0
0

秒
0
2
0
～
鈍
才
の
部
－
5
キ
ロ

久
保
徳
広
（
遠
賀
高
校
教
員
）

1
6
分
5
7
秒

○
5
0
ー
3
9
才
の
部
－
2
キ
ロ

高
徳
笑
劇
（
松
ノ
木
）
6
分
3
9
秒

0
4
0
～
4
9
才
の
郵
－
2
キ
ロ

毛
利
静
夫
（
浅
木
）
1
分
1
9
秒

○
5
0
～
5
0
才
の
部
～
2
キ
ロ

西
村
信
夫
（
広
渡
）
8
分
5
8
秒

○
0
0
才
以
上
－
2
キ
ロ

松
尾
敏
慧
（
鬼
津
）
8
分
5
2
秒

㊨
女
子
（
1
位
の
み
）

0
小
学
生
1
・
2
年
の
部
1
2
キ
ロ

筋
田
栄
子
（
上
別
府
）
9
分
4
8
秒

○
小
学
生
3
・
4
年
の
部
1
2
キ
ロ

小
山
珠
美
（
老
良
）
8
分
5
6
秒

○
小
学
生
5
・
6
年
の
都
－
2
キ
ロ

二
村
清
子
（
鬼
津
）
8
分
2
6
秒

○
中
学
卒
～
1
9
才
の
蔀
1
2
キ
ロ

中
島
み
ゆ
き
（
虫
生
津
）
1
1
分
鈍

秒
○
豹
～
2
9
才
の
郵
1
2
キ
ロ

皆
野
直
美
（
虫
生
津
）
n
分
3
5
秒

○
釦
ー
3
9
才
の
部
I
2
キ
ロ

三
原
静
江
（
旧
任
）
Ⅱ
分
0
7
秒

0
4
0
－
4
9
才
の
部
I
2
キ
ロ

田
坂
三
悪
子
（
新
町
）
9
分
2
3
秒

㊨
宣
言
タ
イ
ム
レ
ー
ス
I
2
キ
ロ

占
部
恵
美
子
（
木
守
）



第264号　　　　　　　　　　　　　餓筒の解（10）

記事の見落しがないよう、すみすみまでよく読みましょうo

4月下期の遠賀町主要行事

自国　行革∴内容【時　間l難会場I担当課名 �����目的及び主な対象等 �備∴考 

16国葬大学開∴離式 ��� �町中央公民車会弼 �寿大学生 � 

17 �金 �老　　人　　検　　診 �講二両雪践鑑1住民課 ��65歳以上の人 �詳細は 8ページ 

当月 ��‘乳　児　相　談中一　南保随匡民課 ���生後0－6カ月児 �詳細は 8ページ 

2年 ��心配ごと相中00－16‥中屋坤福祉課 ���相談は無料で⑭です お気軽に御相談下さい � 

26回壮年体力テスト会i9：00－12車甜学校庁会教育課 徳目妊婦相談19：30－南保縫I住民課 ����� �詳細は 5ページ 

妊産婦 �詳細は 8ページ 

◎　春休みの思い出　◎

春休みが始まったばかりの小雨降ろ3月鮪日、上別府区

ではもちつき大会がありました。これは上別府子供育成会

が中心となり、共同で物事に取り組むことで人間増堕かな

子供にしていこうという目的で行われましたoさて、みん

な仲よしになれたかな。

別∴∴柴

今回より新しいスタイルの題字に変えました。町民のみなさんに
これまで以上に親しまれる広報紙をめざします。　＜編集部一同＞

燃
や
す
ま
い
山
林
は
国
民
の
財
産

春
は
気
温
が
暖
か
く
な
っ
て
気
詩
も

解
放
的
に
な
り
戸
外
に
出
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
又
、
温
度
が
上
り
乾
い

た
風
が
中
国
大
陸
か
ら
吹
き
込
み
、
湿

度
が
下
り
火
聾
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
解
放
的

に
な
っ
て
山
や
戸
外
に
出
て
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
詩
で
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
に

よ
っ
て
、
山
火
事
が
例
年
こ
の
時
期
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
山
火
疎
は
消
火
困

難
で
あ
る
ば
か
り
か
、
山
林
の
焼
失
は

国
民
の
財
産
の
焼
失
に
は
か
な
り
ま
せ

ん
。
次
の
よ
う
な
点
に
注
慈
し
、
山
火

疎
の
出
火
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▽
入
山
し
タ
キ
火
を
し
た
場
合
は
残
火

処
理
を
完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
野
山
で
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
や
め

よ
え
ノ

▽
土
嚢
の
雑
草
の
焼
却
は
、
消
火
出
来

ろ
範
囲
で
焼
刺
し
ま
し
ょ
う
。

遠
賀
郡
消
防
署

⑫
管
内
火
災
救
急
発
生
状
況

l
月
か
ら
2
月
ま
で

は
「
「
［

救
急
一
日
一
三
9
3

島
田
小
学
校
母
親
学
級

同
窓
会
の
集
い

今
年
度
か
ら
4
月
末
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
多
数
の
ご
参
加
お

願
い
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
力
は
、
地
区
の
世
話
人

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
紡
年
4
月
2
9
日

1
0
時
5
0
分
よ
り

▽
場
　
所
　
出
門
小
学
校
図
譜
姦

▽
内
　
容
　
研
修
（
請
演
）
と
懇
親
会

▽
会
　
費
　
千
五
百
円

▽
地
区
世
話
人
　
（
島
津
）
矢
野
き
み

子
　
（
若
松
）
金
的
か
す
え
　
（
鬼
離
）

竹
森
千
代
美
　
（
尾
崎
）
林
初
代

（
別
府
）
矢
崎
政
子
　
（
今
古
賀
）

田
つ
や
の
　
（
松
ノ
木
）
柴
田
和
子

（
遠
賀
川
）
早
崎
寿
子
　
（
広
波
）

田
美
代
子
　
（
新
町
）
水
上
寿
美
子

（
遠
賀
）
原
さ
つ
み


